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質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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柏の景気情報 （平成２９年１０月分 ）

建　　　設 20
16
20

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２９年１０月２７日　～　平成２９年１１月６日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
45.5%
48.5%

回答数
45.5%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

46.5%

▲25＞DI

36 15 41.7%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
５月 ▲ 23.9 ▲ 27.7 ▲ 22.2 ▲ 35.0 ▲ 6.6
６月 ▲ 16.9 ▲ 18.7 △ 5.8 ▲ 38.0 ▲ 11.7
７月 ▲ 11.4 ▲ 10.5 △ 5.8 ▲ 28.5 ▲ 7.6
８月 ▲ 22.8 ▲ 22.2 ▲ 6.2 ▲ 42.8 ▲ 13.3
９月 ▲ 10.0 ▲ 15.0 △ 15.3 ▲ 45.4 △ 26.6

１０月 ▲ 19.7 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 60.0 ±0.0
見通し ▲ 12.6 △ 5.0 △ 6.2 ▲ 60.0 △ 6.6

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「全現場･全業種の工程がずれ、段取りの難しい日が続いている。晴れても施工がすぐに出来るわけではないので上手
くいかない」（その他の職別工事業）、「台風被害２週連続のダメージは大きい」（時計・眼鏡・光学機械小売業）、「雨の影響で客足が
少ない中、ネットスーパー・ネット通販は前年を大きく上回るも全体のカバーをしきれなかった」（その他各種商品小売業）、「天候不
順が大きく売上に影響している。特に週末は全て雨でイベント等に大打撃」(菓子パン小売業)「天候の悪さが全てに影響」（花・植木
小売業）、「２週末連続の大型台風直撃の影響で大型団体の取消しや個人旅行の変更など多数」（旅行業）との声が寄せられた。

【卸小売業】からは「前月はかなり好調で十月上旬はほぼ夏物で対応できたが、その後最悪となり秋物を消化できなかった。下旬に
なって秋物が入荷するなどちぐはぐな品揃えとなった」（婦人・子供服小売業）、「九月まで安定していた売上も、十月は昨年を下回る
結果。野菜の生産出荷に影響し商品不足となり青果部門の売上下降、逆に精肉関連の売上は相場の影響もあり上昇。衣料品・住
宅関連は客数ダウンし売上不振となった。」（その他各種商品小売業）、などのコメントが寄せられた。

各業種より、「そごう閉店で柏駅前の人の流れが悪化。今後もそごう跡地利用不明で業績悪化であろう。金の高騰により商品価格も
高騰、メーカーサイドは新規商品開発遅れる模様。円安による輸入品価格の高騰により部品代も高くなっており先が読めず」（時計・
眼鏡・光学機械小売業）、「柏駅前東口の買物客減少が止まらない。出店・閉店のサイクルが早い」（各種商品小売業）との声が寄せ
られた。

◎天候不順（台風・長雨の影響）

◎買物客減少

【サービス業】からは「日本の低金利政策がもたらす二重構造経済が鮮明になり良･悪の企業が二分化される。高株価企業は国策に
乗り、そしてオンリーワンの特色ある会社。柏市企業も独自の特色ある企業に変身が必要か。」（投資顧問）、「事務機器の普及によ
り筆記用具やノート等の販売減少が顕著」（その他の飲食料品小売業）、「標準貨物自動車運送約款が改正され、運賃の他積込料・
取卸料・待機時間料を新たに設定できる事になり、荷主との合意は必要だが、単価の底上げになると期待」（一般貨物自動車運送
業）、「高齢者の不動産売却案件が多い。空家にしていた不動産を処分し換金したい希望。人口減少・少子化でこれから住宅も余っ
てくるだろう」、「新築収益物件を取得したが、手持ちの既存収益物件と対比すると明らかに収益性が悪化。自己資金を厚めに入れ
て、この低金利でなければ採算に見合う計画は立てられないと実感」（不動産賃貸・管理業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、各業種より、「資格取得・講習会等が重なり、事務処理の複雑化も有り、作業・事務共に人手不足な状態」（その他職別
工事業）、「来年度新卒者採用が無く人材不足に苦慮」（機械器具小売業）、「若者の不足が深刻。募集しても反応がない」（その他職
別工事業）、「少しでも若手の新入社員を採用したいが、そこまでの決断は鈍っている」（印刷業）、「人手不足・採用難が直近の大き
な課題。パート・アルバイトは時給単価を上げても募集状況に大きな変化は見られない。経費の増加・収益圧迫だけでなく、郊外出
店や業務拡大を躊躇させる要因」（各種食料品小売業）との声が寄せられた。

◎人手不足

【製造業】からは「下期に売上が集中するため売上高・採算・資金繰りは好転、従業員は不足傾向で原材料値上げが収益を圧迫す
る事が懸念。サーボモータ、ＬＭガイドの入手が改善されず製造計画に大きく影響」（その他の機械部品製造業）、「かつての経済発
展は働く人の生活を考えて成り立って来たが、近年極端な技術開発によって人的労働の場が減少。人間はどのように生かされるの
か」(印刷業)などのコメントが寄せられた。

【平成２９年１０月の調査結果のポイント】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１９．７(前月水準▲１０．０)となり、マイナ
ス幅が９．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲１０．０(同▲１５．０)である。プラ
ス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同△２６．６)、製造業±０．０(同△１５．３)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲６０．０(同▲４５．４)である。

○

≪業況ＤＩはほとんどの業種で再び悪化。先行きも慎重な見方が残り横ばいの見通し≫

【建設業】からは、「小規模工事は多い。照明のＬＥＤ化が進んでいる。冬場に伴い暖房関係の需要が伸びるのを期待」（電気工事
業）、「受注が減少しつつある」（一般土木建築工事業）、「高齢者住宅・保育施設関係の建物が増加。原材料は安定しているものの
施工単価が下落」（職別工事業）などのコメントが寄せられた。
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平成29年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全　産　業 ▲ 23.9 ▲ 16.9 ▲ 11.4 ▲ 22.8 ▲ 10.0 ▲ 19.7 ▲ 12.6 ( ▲ 10.0 )

建　　　 設 ▲ 27.7 ▲ 18.7 ▲ 10.5 ▲ 22.2 ▲ 15.0 ▲ 10.0 △ 5.0 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 22.2 △ 5.8 △ 5.8 ▲ 6.2 △ 15.3 ±0.0 △ 6.2 ( △ 7.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 35.0 ▲ 38.0 ▲ 28.5 ▲ 42.8 ▲ 45.4 ▲ 60.0 ▲ 60.0 ( ▲ 36.3 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ▲ 11.7 ▲ 7.6 ▲ 13.3 △ 26.6 ±0.0 △ 6.6 ( ±0.0 )

平成２９年１０月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成２９年１０月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．６（前月水準▲１０．
０）となり、マイナス幅が２．６ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業△６．６(同±０．０)、建設業△５．０(同±０．０)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、製
造業△６．２(同△７．６)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲６０．０(同▲３
６．３)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲１０．０(同▲１５．０)であ
る。プラス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同△２６．６)、製造業±０．０
(同△１５．３)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲６０．０(同▲４５．４)である。

○

○

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１９．７(前月水準▲１０．０)となり、
マイナス幅が９．７ポイント拡大した。

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ＤＩ値

月別

平成２９年１０月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１０月の業況

１０月
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,○

平成29年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全　産　業 ▲ 8.4 ▲ 22.5 ▲ 15.7 ▲ 12.8 ▲ 2.8 ▲ 9.8 ±0.0 ( ▲ 2.8 )

建　　　 設 ▲ 33.3 ▲ 31.2 ▲ 21.0 ▲ 16.6 △ 5.0 ▲ 10.0 ±0.0 ( △ 10.0 )

製　　　 造 ▲ 11.1 ▲ 17.6 ▲ 5.8 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 △ 12.5 ( △ 7.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 23.8 ▲ 31.8 ▲ 55.0 ▲ 35.0 ( ▲ 36.3 )

サ ー ビ ス △ 40.0 ▲ 5.8 △ 7.6 △ 13.3 △ 26.6 △ 40.0 △ 33.3 ( △ 20.0 )

先行き見通し

　　平成２９年１０月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△４０．０(同△２６．６)で
ある。変らない業種は、製造業±０．０(同±０．０)である。プラスからマイナスに転じた業種は、建設
業▲１０．０(同△５．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲５５．０(同▲３１．８)であ
る。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、±０．０（前月水準▲２．８）
となり、マイナス幅は２．８ポイント縮小する見通しである。

○

【平成２９年１０月の売上についての状況】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲９．８（前月水準▲２．８）となり、マ
イナス幅が７．０ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業△３３．３(同△２０．０)、製造業△１２．５(同△７．６)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種
は、卸小売業▲３５．０(同▲３６．３)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、建設業±０．０
(同△１０．０)である。

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１０月の売上

１…

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ＤＩ値

月別

平成２９年１０月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成29年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全　産　業 ▲ 18.3 ▲ 18.3 ▲ 20.0 ▲ 30.0 ▲ 14.2 ▲ 26.7 ▲ 14.0 ( ▲ 12.8 )

建　　　 設 ▲ 38.8 ▲ 37.5 ▲ 31.5 ▲ 33.3 ▲ 20.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 △ 6.2 ( ▲ 7.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 25.0 ▲ 28.5 ▲ 23.8 ▲ 38.0 ▲ 40.9 ▲ 65.0 ▲ 40.0 ( ▲ 45.4 )

サ ー ビ ス △ 6.6 ▲ 5.8 ±0.0 ▲ 26.6 △ 20.0 ±0.0 △ 6.6 ( △ 13.3 )

【平成２９年１０月の採算についての状況】

○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．７（前月水準▲１４．２）とな
り、マイナス幅は１２．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、製造業±０．０(同±０．０)である。プラス幅が縮
小した業種は、サービス業±０．０(同△２０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい
順に、卸小売業▲６５．０(同▲４０．９)、建設業▲３０．０(同▲２０．０)である。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．０（前月水準▲１２．
８）であり、マイナス幅が１．２ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△６．２(同
▲７．６)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲４０．０(同▲４５．４)である。プ
ラス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業△６．６(同△１３．３)である。マイナス幅が拡大する
見通しの業種は、建設業▲２０．０(同±０．０)である。

先行き見通し

　　平成２９年１０月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１０月の採算

１０月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ＤＩ値

月別

平成２９年１０月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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○

平成29年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全　産　業 ▲ 23.9 ▲ 26.7 ▲ 28.5 ▲ 21.4 ▲ 34.2 ▲ 36.6 ▲ 30.9 ( ▲ 24.2 )

建　　　 設 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ▲ 21.0 ▲ 22.2 ▲ 35.0 ▲ 40.0 ▲ 25.0 ( ▲ 20.0 )

製　　　 造 ▲ 27.7 ▲ 29.4 ▲ 29.4 ▲ 6.2 ▲ 30.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ( ▲ 23.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 35.0 ▲ 33.3 ▲ 47.6 ▲ 33.3 ▲ 40.9 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ( ▲ 31.8 )

サ ー ビ ス ▲ 13.3 ▲ 17.6 ▲ 15.3 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ( ▲ 20.0 )

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲３０．９（前月水準▲２４．
２）となり、マイナス幅が６．７ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、変らない見通しの業種は、サービス業▲２０．０(同▲２０．０)であ
る。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５０．０(同▲３１．８)、建
設業▲２５．０(同▲２０．０)、製造業▲２５．０(同▲２３．０)である。

先行き見通し

【平成２９年１０月の仕入単価についての状況】

○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３６．６（前月水準▲３４．２）とな
り、マイナス幅が２．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲２５．０(同▲３０．７であ
る。変らない業種は、サービス業▲２６．６(同▲２６．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の
大きい順に、卸小売業▲５０．０(同▲４０．９)、建設業▲４０．０(同▲３５．０)である。

　　平成２９年１０月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ＤＩ値

月別

平成２９年１０月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１０月の仕入単価

１０月
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○

平成29年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全　産　業 △ 15.4 △ 12.6 △ 18.5 △ 12.8 △ 22.8 △ 22.5 △ 25.3 ( △ 18.5 )

建　　　 設 △ 16.6 △ 6.2 △ 5.2 △ 11.1 △ 25.0 △ 30.0 △ 35.0 ( △ 15.0 )

製　　　 造 △ 5.5 △ 5.8 △ 23.5 △ 18.7 △ 30.7 △ 31.2 △ 37.5 ( △ 30.7 )

卸 ・ 小売 △ 15.0 △ 14.2 △ 19.0 △ 4.7 △ 9.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 4.5 )

サ ー ビ ス △ 26.6 △ 23.5 △ 30.7 △ 20.0 △ 33.3 △ 33.3 △ 33.3 ( △ 33.3 )

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△２５．３（前月水準△１８．
５）であり、プラス幅が６．８ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
△３５．０(同△１５．０)、製造業△３７．５(同△３０．７)である。変らない見通しの業種は、サービス業
△３３．３(同△３３．３)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業±０．０(同△４．５)で
ある。

　　平成２９年１０月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２２．５（前月水準△２２．８）とな
り、プラス幅が０．３ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業△３０．０
(同△２５．０)、製造業△３１．２(同△３０．７)である。変らない業種は、サービス業△３３．３(同△３
３．３)である。プラス幅が縮小した業種は、卸小売業±０．０(同△９．０)である。

【平成２９年１０月の従業員についての状況】

○

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１０月の従業員

１０月

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ＤＩ値

月別

平成２９年１０月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成29年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全　産　業 ▲ 7.0 ▲ 5.6 ▲ 10.0 ▲ 15.7 ▲ 5.7 ▲ 9.8 ▲ 1.4 ( ▲ 5.7 )

建　　　 設 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 5.2 ▲ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 △ 15.0 ( △ 10.0 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 25.0 ±0.0 ▲ 6.2 ±0.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 10.0 ▲ 9.5 ▲ 14.2 ▲ 23.8 ▲ 22.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ( ▲ 27.2 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ±0.0 ±0.0 ±0.0 △ 13.3 ▲ 6.6 △ 6.6 ( ±0.0 )
　

先行き見通し

平成２９年１０月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２９年１０月の資金繰りについての状況】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲９．８（前月水準▲５．７）となり、マ
イナス幅が４．１ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業±０．０(同▲５．０)である。
プラスからマイナスに転じた業種は、サービス業▲６．６(同△１３．３)である。マイナス幅が拡大した
業種は、幅の大きい順に、製造業▲６．２(同±０．０)、卸小売業▲２５．０(同▲２２．７)である。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．４（前月水準▲５．７）
となり、マイナス幅が４．３ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業△６．６(同±０．０)、建設業△１５．０(同△１０．０)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種
は、卸小売業▲２５．０(同▲２７．２)である。変らない見通しの業種は、製造業±０．０(同±０．０)で
ある。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ＤＩ値

月別

平成２９年１０月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１０月の資金繰り

１０月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 9.8 ±0.0 ▲ 26.7 ▲ 14.0 ▲ 36.6 ▲ 30.9 △ 22.5 △ 25.3
建　　　設 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 25.0 △ 30.0 △ 35.0
製　　　造 ±0.0 △ 12.5 ±0.0 △ 6.2 ▲ 25.0 ▲ 25.0 △ 31.2 △ 37.5
卸 ・小売 ▲ 55.0 ▲ 35.0 ▲ 65.0 ▲ 40.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ±0.0 ±0.0
サービス △ 40.0 △ 33.3 ±0.0 △ 6.6 ▲ 26.6 ▲ 20.0 △ 33.3 △ 33.3

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 19.7 ▲ 12.6 ▲ 9.8 ▲ 1.4
建　　　設 ▲ 10.0 △ 5.0 ±0.0 △ 15.0
製　　　造 ±0.0 △ 6.2 ▲ 6.2 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 60.0 ▲ 60.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0
サービス ±0.0 △ 6.6 ▲ 6.6 △ 6.6

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２９年１０月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピックス 業種

小規模の工事は多い。照明のLED化が進んでいる。冬場に伺い暖房関係の需要が
伸びるのを期待。

工事増加
LED化
暖房需要

電気工事業

受注が少なくなりつつあります。 受注減少
一般土木建築工事業

雨の影響で全現場、全業種の工程がずれ毎日毎日段取りが難しい日が続いてい
る。晴れても施工がすぐに出来るわけではないので、余計に段取りが上手くいかな
い。資格取得、講習会等も重なり、事務処理の複雑化も有り、作業・事務共に人手不
足な状態。物件としては高齢者住宅、保育施設関係の建物が増えている。原材料は
現在安定しているものの施工単価が下落している。

天候不順
工程困難
人手不足
福祉関連増加
材料安定
単価下落

その他の職別工事業

来年度の新卒者の採用が無く、人材の不足に苦慮。 人手不足
機械器具小売業

借金の返済先送り、エネルギー政策の転換なしの原子力発電所の再稼働、福島原
発事故の解明と終息なしの現政権反対。

現政権の政策
内装工事業

若者の不足が深刻になって来ている。募集しても反応がない。 人手不足
その他の職別工事業

少しでも若手の新入社員を採用したいが、そこまでの決断はにぶっている。全て設備
投資しだいなのだが。

人手不足
印刷業

例年、下期に売上が集中するため売上高、採算は好転、資金繰りも好転し従業員は
不足傾向にあるが原材料の値上げが収益を圧迫することが懸念される。サーボモー
タ、LMガイドの入手性が改善されず製造計画に大きく影響している。

下期好調
人手不足
仕入増加
収益圧迫

その他の機械・同部品製造業

かつての経済発展は働く人達の生活を考えて成り立って来たけれど、近年極端な技
術開発によって人的労働の場が減少しつつある。生身の人間はこれからどのように
生かされて行くのだろうか。

技術開発
労働減少

印刷業

前月はかなり好調で１０月上旬はほぼ夏物でも対応できる天候であったが、その後
最悪となり秋物を消化できなかった。下旬になっても秋物が入荷するなどちぐはぐな
品様へとなった。

天候不順

婦人・子供服小売業

台風被害2週連続のダメージは大きい。柏駅前そごう閉店中人の流れ悪化、この先
のそごう跡地利用不明で今後も業績悪化であろう、金の高騰により商品価格高騰で
メーカーサイドも新規商品開発遅れる模様。円安による輸入品価格の高騰により部
品代も高くなってきており先が読めず。

天候不順
人通り悪化
駅前業績悪化
金高騰
円安

時計・眼鏡・光学機械小売業

記録的な雨が多い月間で９月まで安定していた売上も１０月は昨年を下回る結果と
なった。野菜の生産出荷に影響し商品不足になり青果部門の売上下降、逆に相場の
影響もあり、精肉関連の売上は上昇。衣料品、住宅関連は月間を通し客数ダウンし
売上不振となった。雨の影響で客足が少ない中、ネットスーパー・ネット通販は前年を
大きく上回るも全体のカバーをしきれなかった。

天候不順
売上減少
野菜不足
精肉好調
ネット販売好調

その他の各種商品小売業

柏駅前（東口）の買物客減少が止まらない。店舗の出店、閉店のサイクルが早い。 駅前客数減少
その他の各種商品小売業

人手不足・採用難が直近の大きな課題。パート・アルバイトに関しては、時給単価を
上げたとしても募集状況に大きな変化は見られない。これによる影響は、経費の増
加・収益の圧迫だけでなく、郊外への出店や業務の拡大を躊躇させる要因として考え
ています。

人手不足
経費増加
収益圧迫

各種食料品小売業

１０月に入っての天候不順が大きく売上に影響している。特に週末は全て雨でイベン
ト等に大打撃！最悪の１０月です。

天候不順
菓子・パン小売業

天候の悪さが全てに影響しています。 天候不順
花・植木小売業

株価の方が先行、世界的な金余り。特に日本の低金利政策がもたらす二重構造経
済が鮮明に。増々(好)(悪)の企業が二分化される。高株価企業は国策に乗ったそし
てオンリーワンの特色のある会社。柏市企業も独自の特色ある企業に変身が必要
か。柏市も高島屋及び大手企業の高採算が目につく。

二極化
特色ある企業
大手企業採算増加 投資顧問

人手不足のおり、特に主婦層が短時間労働の就労をしている傾向にあり、当店の来
店客の大半が子供さんのいる主婦層なので午前中の来店客が半減している。また、
近年事務機器の普及により筆記用具(鉛筆、ボールペン、カラーペン)やノート等の販
売減少が顕著。パートさんの募集が皆無、社員の採用で対応している部門もあり経
費の削減が課題。

人手不足
事務機器普及
文房具減少 その他の飲食料品小売業

標準貨物自動車運送約款が改正され、運賃の他積込料・取卸料・待機時間料を新た
に設定できる事になり、荷主との合意が必要ですが、単価の底上げになると期待して
おります。

運送約款改正
一般貨物自動車運送業

建設

製造業

卸小売
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【平成２９年１０月業種別業界内トピックス】

２週末連続の大型台風直撃の影響で、大型団体の取消しや個人旅行の変更など多
数。すでに次年度の社員旅行、特に海外案件の引き合いが多くなってきた。企業の
出張増、個人旅行の回復、インバウンドの増加で、国際線需要が拡大しているため、
早めの手配が肝要。反面、海外旅行の敷居が下がっていることやネットで簡単に手
配できることなどから、個人旅行のみならず団体旅行の動き出しも間際化しており、
海外団体においては、希望日程で手配できないケースが増えてきている。海外政治
情勢により、グアムや韓国が敬遠され、ハワイや台湾が人気。

天候不順
次年度案件
海外需要増加
海外政治情勢

旅行業

高齢者の方が不動産を売却したいという案件が多くなっています。空家にしたままに
していた不動産を処分して換金したいという希望です。これも時代の要請なのでしょ
う。人口の減少・少子化でこれから住宅も余ってくるでしょう。

高齢者不動産処分

不動産管理業

そごうのビルが空きビルになっているだけで印象が悪い。上手く使える方法はなかっ
たのだろうか？会頭も所有ですから。

空きビル悪印象

不動産賃貸業

本年、新築収益物件を取得しましたが、手持ちの既存収益物件と対比してみて明ら
かに収益性が悪化している。自己資金を厚めに入れて、この低金利でなければ採算
に見合う計画は立てられないと実感しています。

不動産悪化

不動産賃貸・管理業

人手不足が深刻な状態。ただ、頭数とならず特技を目指す新しい人材が必要な状
況。

人手不足
ソフトウェア業

サービス業
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【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△２２．８に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２３．
８で柏の方がプラス幅が１．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、製造業・サービス業であり、製造業では、１０ポイント以
上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業であり、卸小売
業では、１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲５．７に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲８．０で
柏の方がマイナス幅が２．３ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の方
が良い業種は、製造業・サービス業であり、サービス業では、１０ポイント以
上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業である。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．２に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１４．
４で柏の方がマイナス幅が０．２ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業・サービス業であり、サービス業では、１０ポイ
ント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業であり、
卸小売業では、１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲３４．２に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲３２．
５で柏の方がマイナス幅が１．７ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業・サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業
種は、建設業・卸小売業であり、卸小売業では、１０ポイント以上悪い。

平成２９年９月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．０に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１５．
３で柏の方がマイナス幅が５．３ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業・サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏
の景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業であり、卸小売業では１０ポ
イント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２．８に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲８．５で
柏の方がマイナス幅が５．７ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の方
が良い業種は、建設業・製造業・サービス業であり、建設業・サービス業で
は、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業であ
り、１０ポイント以上悪い。

13



 調査期間 : 平成29年10月27日～11月6日 
 
調査対象：柏市内１５６事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数７１件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（１０月の調査結果のポイント） 

柏 

市 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
ほ
と
ん
ど
の
業

種
で
再
び
悪
化
。
先
行
き
も
慎

重
な
見
方
が
残
り
横
ば
い
の
見

通
し 十

月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(
前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以

下
同
じ)
は
、
▲
１
９.

７(

前

月
水
準
▲
１
０.

０)

と
な
り
、

マ
イ
ナ
ス
幅
が
９.

７
ポ
イ
ン

ト
拡
大
し
た
。
業
種
別
で
は
、

前
月
水
準
と
比
べ
て
、
マ
イ
ナ

ス
幅
が
縮
小
し
た
業
種
は
、
建

設
業
▲
１
０.

０(

同
▲
１
５.

０)

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
幅
が
縮

小
し
た
業
種
は
、
幅
の
大
き
い

順
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
±
０.

０

(

同
△
２
６.

６)

、
製
造
業
±

０.

０(

同
△
１
５.

３)

で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た

業
種
は
、
卸
小
売
業
▲
６
０.

０

(

同
▲
４
５.

４)

で
あ
る
。 

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
小
規
模

工
事
は
多
い
。
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
進
ん
で
い
る
。
冬
場
に
伴
い
暖

房
関
係
の
需
要
が
伸
び
る
の
を
期

待
」（
電
気
工
事
業
）、「
受
注
が
減

少
し
つ
つ
あ
る
」（
一
般
土
木
建
築

工
事
業
）、「
高
齢
者
住
宅
・
保
育
施

設
関
係
の
建
物
が
増
加
。
原
材
料

は
安
定
し
て
い
る
も
の
の
施
工
単

価
が
下
落
」（
職
別
工
事
業
）
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
下
期
に

売
上
が
集
中
す
る
た
め
売
上
高
・

採
算
・
資
金
繰
り
は
好
転
、
従
業
員

は
不
足
傾
向
で
原
材
料
値
上
げ
が

収
益
を
圧
迫
す
る
事
が
懸
念
。
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
、
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
の
入

手
が
改
善
さ
れ
ず
製
造
計
画
に
大

き
く
影
響
」（
そ
の
他
の
機
械
部
品

製
造
業
）、「
か
つ
て
の
経
済
発
展

は
働
く
人
の
生
活
を
考
え
て
成
り

立
っ
て
来
た
が
、
近
年
極
端
な
技

術
開
発
に
よ
っ
て
人
的
労
働
の
場

が
減
少
。
人
間
は
ど
の
よ
う
に
生

か
さ
れ
る
の
か
」(

印
刷
業)

な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
前
月

は
か
な
り
好
調
で
十
月
上
旬
は
ほ

ぼ
夏
物
で
対
応
で
き
た
が
、
そ
の

後
最
悪
と
な
り
秋
物
を
消
化
で
き

な
か
っ
た
。
下
旬
に
な
っ
て
秋
物

が
入
荷
す
る
な
ど
ち
ぐ
は
ぐ
な
品

揃
え
と
な
っ
た
」（
婦
人
・
子
供
服

小
売
業
）、「
九
月
ま
で
安
定
し
て

い
た
売
上
も
、
十
月
は
昨
年
を
下

回
る
結
果
。
野
菜
の
生
産
出
荷
に

影
響
し
商
品
不
足
と
な
り
青
果
部

門
の
売
上
下
降
、
逆
に
精
肉
関
連

の
売
上
は
相
場
の
影
響
も
あ
り
上

昇
。
衣
料
品
・
住
宅
関
連
は
客
数
ダ

ウ
ン
し
売
上
不
振
と
な
っ
た
。
」

（
そ
の
他
各
種
商
品
小
売
業
）、
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
日

本
の
低
金
利
政
策
が
も
た
ら
す
二

重
構
造
経
済
が
鮮
明
に
な
り
良･

悪
の
企
業
が
二
分
化
さ
れ
る
。
高

株
価
企
業
は
国
策
に
乗
り
、
そ
し

て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
特
色
あ
る
会

社
。
柏
市
企
業
も
独
自
の
特
色
あ

る
企
業
に
変
身
が
必
要
か
。」（
投

資
顧
問
）、「
事
務
機
器
の
普
及
に

よ
り
筆
記
用
具
や
ノ
ー
ト
等
の
販

売
減
少
が
顕
著
」（
そ
の
他
の
飲
食

料
品
小
売
業
）、「
標
準
貨
物
自
動

車
運
送
約
款
が
改
正
さ
れ
、
運
賃

の
他
積
込
料
・
取
卸
料
・
待
機
時
間

料
を
新
た
に
設
定
で
き
る
事
に
な

り
、
荷
主
と
の
合
意
は
必
要
だ
が
、

単
価
の
底
上
げ
に
な
る
と
期
待
」

（
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
）
、

「
高
齢
者
の
不
動
産
売
却
案
件
が

多
い
。
空
家
に
し
て
い
た
不
動
産

を
処
分
し
換
金
し
た
い
希
望
。
人

口
減
少
・
少
子
化
で
こ
れ
か
ら
住

宅
も
余
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」、「
新

築
収
益
物
件
を
取
得
し
た
が
、
手

持
ち
の
既
存
収
益
物
件
と
対
比
す

る
と
明
ら
か
に
収
益
性
が
悪
化
。

自
己
資
金
を
厚
め
に
入
れ
て
、
こ

の
低
金
利
で
な
け
れ
ば
採
算
に
見

合
う
計
画
は
立
て
ら
れ
な
い
と
実

感
」（
不
動
産
賃
貸
・
管
理
業
）
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

十
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
人
手
不
足 

各
業
種
よ
り
、「
資
格
取
得
・
講

習
会
等
が
重
な
り
、
事
務
処
理
の

複
雑
化
も
有
り
、
作
業
・
事
務
共

に
人
手
不
足
な
状
態
」（
そ
の
他
職

別
工
事
業
）、「
来
年
度
新
卒
者
採

用
が
無
く
人
材
不
足
に
苦
慮
」（
機

械
器
具
小
売
業
）、「
若
者
の
不
足

が
深
刻
。
募
集
し
て
も
反
応
が
な

い
」（
そ
の
他
職
別
工
事
業
）、「
少

し
で
も
若
手
の
新
入
社
員
を
採
用

し
た
い
が
、
そ
こ
ま
で
の
決
断
は

鈍
っ
て
い
る
」（
印
刷
業
）、「
人
手

不
足
・
採
用
難
が
直
近
の
大
き
な

課
題
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
は

時
給
単
価
を
上
げ
て
も
募
集
状
況

に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

経
費
の
増
加
・
収
益
圧
迫
だ
け
で

な
く
、
郊
外
出
店
や
業
務
拡
大
を

躊
躇
さ
せ
る
要
因
」（
各
種
食
料
品

小
売
業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

◎
天
候
不
順(

台
風
・
長
雨
の
影
響) 

各
業
種
よ
り
、「
全
現
場･

全
業

種
の
工
程
が
ず
れ
、
段
取
り
の
難

し
い
日
が
続
い
て
い
る
。
晴
れ
て

も
施
工
が
す
ぐ
に
出
来
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
上
手
く
い
か
な
い
」

（
そ
の
他
の
職
別
工
事
業
）、「
台

風
被
害
２
週
連
続
の
ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
い
」（
時
計
・
眼
鏡
・
光
学

機
械
小
売
業
）、「
雨
の
影
響
で
客

足
が
少
な
い
中
、
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ

ー
・
ネ
ッ
ト
通
販
は
前
年
を
大
き

く
上
回
る
も
全
体
の
カ
バ
ー
を
し

き
れ
な
か
っ
た
」（
そ
の
他
各
種

商
品
小
売
業
）、「
天
候
不
順
が
大

き
く
売
上
に
影
響
し
て
い
る
。
特

に
週
末
は
全
て
雨
で
イ
ベ
ン
ト
等

に
大
打
撃
」(

菓
子
パ
ン
小
売
業)

「
天
候
の
悪
さ
が
全
て
に
影
響
」

（
花
・
植
木
小
売
業
）、「
２
週
末

連
続
の
大
型
台
風
直
撃
の
影
響
で

大
型
団
体
の
取
消
し
や
個
人
旅
行

の
変
更
な
ど
多
数
」（
旅
行
業
）
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

◎
買
物
客
減
少 

各
業
種
よ
り
、「
そ
ご
う
閉
店
で

柏
駅
前
の
人
の
流
れ
が
悪
化
。
今

後
も
そ
ご
う
跡
地
利
用
不
明
で
業

績
悪
化
で
あ
ろ
う
。
金
の
高
騰
に

よ
り
商
品
価
格
も
高
騰
、
メ
ー
カ

ー
サ
イ
ド
は
新
規
商
品
開
発
遅
れ

る
模
様
。
円
安
に
よ
る
輸
入
品
価

格
の
高
騰
に
よ
り
部
品
代
も
高
く

な
っ
て
お
り
先
が
読
め
ず
」（
時

計
・
眼
鏡
・
光
学
機
械
小
売
業
）、

「
柏
駅
前
東
口
の
買
物
客
減
少
が

止
ま
ら
な
い
。
出
店
・
閉
店
の
サ

イ
ク
ル
が
早
い
」（
各
種
商
品
小
売

業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 全
国
の
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観

測
調
査(CCI-LOBO)

と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」

が
▲
１
９.

７
に
対
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｉ
䢢

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
が
▲
１
６.

０
で
柏
の

方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
が
３.

７
ポ
イ
ン

ト
大
き
い
。
業
種
別
で
は
、「
柏
の

景
気
」
の
方
が
良
い
業
種
は
、
建
設

業
・
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、

１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
良
い
業
種
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
。「
柏
の
景
気
」
の
方

が
悪
い
業
種
は
、
卸
小
売
業
で
あ

り
、
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
悪
い
。 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

５月 ▲23.9 ▲27.7 ▲22.2 ▲35.0 ▲ 6.6 

６月 ▲16.9 ▲18.7 △ 5.8 ▲38.0 ▲11.7 

７月 ▲11.4 ▲10.5 △ 5.8 ▲28.5 ▲ 7.6 

８月 ▲22.8 ▲22.2 ▲ 6.2 ▲42.8 ▲13.3 

９月 ▲10.0 ▲15.0 △15.3 ▲45.4 △26.6 

１０月 ▲19.7 ▲10.0 ± 0.0 ▲60.0 ± 0.0 

見通し ▲12.6 △ 5.0 △ 6.2 ▲60.0 △ 6.6 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 



  

 3 調査期間：平成29年10月16日～20日 
 
調査対象：全国の422商工会議所が3861企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（10月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。

先
行
き
は
慎
重
な
見
方
残
る
も
、

緩
や
か
な
回
復
を
見
込
む 

 

十
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
６.

０
と
、
前
月
か

ら
▲
０.

７
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
ぼ
横

ば
い
。
電
子
部
品
、
自
動
車
、
産

業
用
機
械
関
連
の
生
産
や
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
が

引
き
続
き
堅
調
に
推
移
し
た
。
他

方
、
公
共
工
事
の
一
服
感
を
指
摘

す
る
声
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
長
雨

な
ど
の
天
候
不
順
に
よ
る
客
足

減
少
、
人
手
不
足
の
影
響
拡
大
、

運
送
費
・
原
材
料
費
の
上
昇
、
消

費
者
の
低
価
格
志
向
を
指
摘
す

る
声
も
多
い
。
中
小
企
業
の
景
況

感
は
総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

マ
イ
ン
ド
に
は
依
然
と
し
て
鈍

さ
が
見
ら
れ
、
足
元
で
ほ
ぼ
横
ば

い
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。 

 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
４.

１
（
今

月
比
＋
１.

９
ポ
イ
ン
ト
）と
改
善

を
見
込
む
も
の
の
、「
悪
化
」
か
ら

「
不
変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ

り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
輸
出

や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
や

株
高
進
行
に
よ
る
個
人
消
費
の

持
ち
直
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
観
光
需
要
拡
大
な
ど
へ
の

期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、

人
件
費
の
上
昇
や
受
注
機
会
の

損
失
な
ど
人
手
不
足
の
影
響
の

深
刻
化
、
運
送
費
・
原
材
料
費
の

上
昇
な
ど
を
懸
念
す
る
声
も
多

く
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
先
行

き
へ
の
慎
重
な
見
方
が
残
っ
て

い
る
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

 

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
卸
売
業

で
改
善
、
製
造
業
で
ほ
ぼ
横
ば

い
、
そ
の
他
の
３
業
種
で
悪
化
し

た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

 
【
建
設
業
】 

・「
鉄
鋼
や
合
板
な
ど
の
建
材
価

格
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
採
算
は

悪
化
。
公
共
工
事
の
発
注
量
に
陰

り
が
見
え
始
め
て
お
り
、
手
持
ち

工
事
が
不
足
し
て
い
る
」（
土
木

工
事
業
） 

・「
民
間
工
事
を
中
心
に
工
事
案

件
は
豊
富
な
た
め
、
売
上
は
改
善

し
た
。
だ
が
、
自
社
の
人
手
不
足

の
ほ
か
、
下
請
企
業
の
人
手
不
足

も
深
刻
な
た
め
、
受
注
を
見
送
る

こ
と
が
増
え
て
い
る
」（
一
般
工

事
業
） 

 
 
 

       

【
製
造
業
】 

・「
新
造
船
需
要
の
低
迷
で
取
引

先
か
ら
の
発
注
が
減
り
、
売
上
・

採
算
は
悪
化
が
続
い
て
き
た
が
、

よ
う
や
く
新
規
受
注
が
決
ま
り
、

今
後
の
生
産
活
動
の
見
通
し
が
立

っ
て
き
た
」（
金
属
製
品
製
造
業
） 

・「
世
界
的
な
需
要
増
で
、
自
動
車

や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
か
ら
の
引
き
合

い
が
多
く
、
売
上
は
改
善
。
す
で
に

フ
ル
生
産
の
状
態
だ
が
、
そ
れ
で

も
需
要
増
に
追
い
付
か
な
い
」（
電

子
部
品
製
造
業
） 

  【
卸
売
業
】 

・「
建
設
業
の
民
間
工
事
受
注
が
堅

調
で
、
売
上
は
改
善
。
幹
線
道
路
沿

線
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
獲

得
を
目
指
し
、
ホ
テ
ル
建
設
な
ど

不
動
産
活
用
の
動
き
が
あ
り
、
今

後
の
受
注
増
が
期
待
で
き
る
」（
建

設
資
材
等
卸
売
業
） 

・「
運
送
費
や
仕
入
価
格
の
上
昇
に

よ
り
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

販
売
価
格
へ
の
転
嫁
は
難
し
い
た

め
、
利
益
率
の
高
い
商
品
へ
転
換

す
る
な
ど
仕
入
商
品
を
見
直
し
、

粗
利
の
確
保
に
努
め
る
」（
飲
食
料

品
卸
売
業
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
【
小
売
業
】 

・「
長
雨
な
ど
の
天
候
不
順
に
よ
り

大
幅
に
客
数
が
減
少
し
た
。
最
低

賃
金
上
昇
に
よ
り
コ
ス
ト
増
が
見

込
ま
れ
る
が
、
消
費
者
の
生
活
防

衛
意
識
や
競
合
他
社
の
価
格
設
定

な
ど
を
考
慮
す
る
と
値
上
げ
に
は

踏
み
切
れ
な
い
」（
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
） 

・「
気
温
の
低
下
に
伴
い
秋
冬
物
衣

料
に
動
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
加

え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
引
き

続
き
好
調
で
、
売
上
は
改
善
し

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
効
果
も
出

て
い
る
」（
百
貨
店
） 

 
 
 
 
 
 

   

【
サ
ー
ビ
ス
業
】 

・「
売
上
は
堅
調
だ
が
、
人
材
の

確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
。
求
人
に

要
す
る
費
用
が
売
上
の
２
％
近

く
に
達
す
る
な
ど
、
利
益
が
大
幅

に
圧
縮
さ
れ
、
採
算
悪
化
と
な
っ

た
」（
飲
食
業
） 

・「
自
動
車
関
連
等
の
製
造
業
や

建
設
業
か
ら
の
引
き
合
い
が
好

調
で
、
鉄
鋼
や
ア
ル
ミ
な
ど
を
中

心
に
配
送
需
要
が
増
加
し
た
」

（
運
送
業
） 

 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
５月 ▲ 16.2 ▲ 15.8 ▲ 12.2 ▲ 12.0 ▲ 36.5 ▲  5.4 

６月 ▲ 14.5 ▲ 14.3 ▲  8.6 ▲  8.6 ▲ 32.1 ▲  8.8 

７月 ▲ 16.1 ▲ 13.3 ▲  9.5 ▲ 11.9 ▲ 33.9 ▲ 11.7 

８月 ▲ 18.2 ▲ 14.2 ▲  6.9 ▲ 17.0 ▲ 36.3 ▲ 17.2 

９月 ▲ 15.3 ▲  7.4 ▲ 10.1 ▲ 19.2 ▲ 31.4 ▲ 10.8 

１０月 ▲ 16.0 ▲ 11.4 ▲  9.3 ▲ 13.1 ▲ 34.6 ▲ 12.8 

見通し ▲ 14.1 ▲  8.9 ▲  9.1 ▲ 13.9 ▲ 28.4 ▲ 11.9 

 


